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研究の背景

2004年新潟県中越地震での道路盛土崩壊

 
（国土技術政策総合研究所・土木研究所, 2006, 1）

平成14年に道路橋示方書法V耐震設計編

 が改定され，すべての道路・河川土構造物に

 関東大震災級のプレート地震や阪神大震災級

 のレベル2直下型地震に対しても機能が保てる

 ような強度が求められている。

降雨後などの高含水状態における，
地震による道路盛土の崩壊

• 平成16年中越地震
• 平成19年能登半島沖地震
• 平成19年新潟県中越沖地震
• 平成20年岩手・宮城内陸地震
• 平成21年駿河湾（静岡）の地震

道路盛土や斜面の崩壊など地震による土構

 造物の被害が数多く発生している。

2009年駿河湾（静岡）の地震での道路盛土

 
崩壊 （国際航業・パスコ, 2009, 8）





 
道路盛土の水分量の

 不均一分布と履歴



 
高含水時の耐震性の

 評価基準



 
地震時の飽和－不飽

 和地盤の大変形を含む

 動的多相連成挙動の

 予測解析法の確立



 
劣化メカニズムの解明

 と強化法の提案

(1) 災害データの収集と予測法調査

(2) 不飽和土および軟岩の繰返し変形特性と

 不飽和土および軟岩の繰返し構成モデル

(3) 盛土地盤の遠心模型装置による振動実験

(4) 多相系地盤の動的大変形解析法の開発

(5) 地盤の水分量の不均一分布の物理探査

研究内容

水分履歴を考慮した地震時道路盛土の詳細被害予測法の提案，

 耐震性評価法と効果的排水対策方法など強化法を提言する。

豪雨や浸透水などの水分履歴を考慮した，道路盛土の耐震性の評価法

 および強化法の確立を目的としている。



 

不飽和―飽和土の

動的浸透変形連成

解析法：  Updated 
Lagrangian 有限要

素法，MPM  
（木元，肥後，岡）

不飽和―飽和三軸

ねじり繰り返し試

験、X 線 CT による

自然土試料の試験

前後の内部構造の

把握 
（木元，岡，肥後）

基本想定地盤、遠心載荷

実験結果、実被害などの

解析による検証 

（肥後，木元，岡，木村）
強化法に関する盛土模

型浸透時振動実験 

（木村，肥後，木元） 

飽和土、不飽和土

の構成式の確立 
（木元，岡） 

電磁波速度基礎実

験 
(岡，木元) 

遠心載荷装置による盛土

模型浸透時振動実験：含水

比を変えた基本実験 
（木村，肥後，木元） 

遠心載荷装置による盛土

模型浸透時振動実験：浸

透時の振動実験 
（木村，肥後，木元） 

・ 水分履歴を考慮した地震時土構造物の挙動のシミュレーション法の確立と慣用予測法、設計法

の見直しと実構造物での評価 

・ 水分履歴を考慮した地震時土構造物の耐震性の評価法と強化法の提言、セミナーの実施のため

の資料まとめ 

原位置での電磁波

探査による水分量

の把握 
(岡，木元) 

地震による土構造物の被害に与える降雨など水分履歴の影響と予測法の現状の把握 

研究実施内容

H21に実施，

 

H22に実施予定，

 

H21に実施しH22も継続的に実施，

 

H23に実施予定
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